
令和８年７月３日 

道路・交通計画部交通政策課 

 

踏切対策基本方針の改定について（東京都） 

 

１ 主旨 

東京都は、平成１６年に策定した踏切対策基本方針に基づき、計画的かつ効率的に

踏切対策を推進してきた。同方針の策定から約２０年が経過する中、人中心のまちづ

くりの進展や技術革新などの時代の変化を踏まえ、このたび、東京都より「踏切対策

基本方針（改定）」の策定について情報提供を受けたので報告する。 

 

２ これまでの経緯 

  平成１６年 ６月      踏切対策基本方針策定（東京都） 

令和 ６年１１月～８年３月 踏切対策の推進に関する検討会（東京都）計７回 

 令和 ７年 ９月      「踏切対策基本方針 （改定）中間のまとめ」を取りま                 

とめ（東京都） 

       ９月～１０月  「踏切対策基本方針（改定）中間のまとめ」に係る意見

公募（東京都）      

令和 ８年 ６月      「踏切対策基本方針（改定）策定（東京都） 

  

３ 踏切対策基本方針（改定）の内容 

（１）交通渋滞の解消に加え、新たにウォーカブルの観点なども含め、 都内約１０４０

箇所の踏切のうち、３８２箇所の踏切を抽出し、鉄道立体化のほか、踏切事故の抑止

に資する AI などの新技術も活用した対策等を重点的に実施または検討する。 

（２）都市強靭化の視点を強化し、緊急輸送道路や広域防災拠点へのアクセスルートと

交差する箇所などを含む１５区間を鉄道立体化の検討対象区間として抽出する。 

 

４ 添付資料 

  別紙１ 踏切対策基本方針（改定） 
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表 2-2 主な社会情勢の変化 
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避難、救急・消火活動などが

円滑に実施でき 

災害時への対応に強い 

まちがつながり 

憩い・楽しみ・交流ができる 

ボトルネックを解消し 

円滑で快適な交通環境が確保される 

踏切事故のリスクを減らし 

誰もが安全安心に暮らせる 
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踏切自動車交通遮断量＝自動車交通量×踏切遮断時間

踏切歩行者等交通遮断量＝歩行者及び自転車の交通量×踏切遮断時間
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出典：連続立体交差事業のストック効果パンフレット(東京都建設局)(平成 30 年７月) 
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事前に災害時の管理方法を策定 

➡踏切の早期開放を実現 

踏切の長時間遮断により 

人・自動車(緊急車両)が滞留 
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事前に災害時の管理方法を策定 

➡踏切の早期開放を実現 

踏切の長時間遮断により 

人・自動車(緊急車両)が滞留 
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出典：地理院タイルを下図に作成 
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